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	Ａ児
	・自分の考えや工夫した点を友達や教師に言葉で説明できる。
【国語：３段階（２）】
	・友達と伝え合う場面を設定し、説明する機会を増やす。
	〇
	マインクラフトで制作した建物の工夫したところを自分の言葉で
説明することができた。教師が少し補足することで、自分の言葉で伝えることができた。

	
	・友達の話を聞いて、内容に応じた返事をすることができる。
【自活：コミュニケーション（６）】
	・様子を見守りながら、児童同士の会話に対して、質問や補足等の言葉かけをする。
	◎
	　友達の質問に対して、マインクラフトの知識や操作の仕方を言葉で説明することができた。質問を聞いて、自分なりの答えを考えて返事をすることができた。

	
	・自分の考えと友達の考えの違いに気づき、友達の良さに気づくことができる。
【自活：人間関係の形成（３）】
	・作った建物の報告を友達同士で行い、違いと良さについて伝え合う場面を設定する。
	◎
	　友達の制作した建物を見て、良いところに気づき、「すごいね」と
言葉で伝えることができた。他にも自分の考えを言うだけでなく。友達の意見を取り入れて街の設計図を考えることができた。

	Ｂ児
	・操作や作り方等で、わからない部分があれば聞くことができる。
【国語：３段階（２）】
	・座席配置を工夫し、質問しやすい環境や場面を設定する。
	〇
	　マインクラフトの操作で、わからないところを友達に質問するこ
とができた。建物の作り方は質問するのではなく、友達の操作を見て、自分で考えながら制作することができた。

	
	・ブロックを数えながら並べたり、重ねたりして建物を作ることができる。
【算数：３段階（１）】
	・ブロックを数えながら建物を制作する場面を設定する。
	◎
	　ブロックの個数を数えながら建物を作ることができた。ブロック
を横に並べるだけでなく、縦にも並べて立体的な建物を作ることができた。

	
	・友達の話を聞き、自分の考えを説明することができる。
【自活：コミュニケーション（６）】
	・様子を見守りながら、児童同士の会話に対して、質問や補足等の言葉かけをする。
	〇
	　友達の質問を理解していない部分はあったが、自分なりの考えを
言葉で説明することができた。聞き手の顔を見ながら、はっきりとした言葉で説明ができた。

	Ｃ児
	・自分の考えを言葉で説明することができる。
【国語：３段階（２）】
	・友達と伝え合う場面を設定し、説明する機会を増やす。
	◎
	　マインクラフトで制作した建物を、自分の言葉で説明することが
できた。また、作りたいものを友達に話し、相談しながら作ることができた。

	
	・ブロックを数えながら並べたり、重ねたりして建物を作ることができる。
【算数：３段階（１）】
	・ブロックを数えながら建物を制作する場面を設定する。
	〇
	　ブロックの個数を数えながら並べることができた。一人で大きな
建物は作っていないが、友達の制作している建物を見ながら少しずつ建物を制作することができた。

	
	・友達の話を聞き、相手にわかりやすい言葉で自分の考えを伝えることができる。
【自活：コミュニケーション（６）】
	・言葉が少ないときには、教師がわかりやすく言葉を変えて質問し、児童の言葉を促す。
	◎
	　友達や教師の質問を聞いて、自分なりの考えを説明することがで
きた。聞き手の方向を見ながらゆっくりとした口調で自分の工夫した部分を説明できた。



